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主将挨拶 

 

来る 10 月 6 日、宇治市の山城総合運動公園にて東大戦が開催されます。 

このチームになってから、関西インカレ・七大戦共に僅差で敗れ、勝負の厳しさを身

にしみて感じてきました。しかし、その悔しさをバネに部員一同いっそう練習に取り組

み、東大戦こそはと奮起しております。 

今年は京大も成長しましたが、東大も強いです。しっかり気を引き締め、男子は 3

連覇、女子は 7 連覇という目標を達成するため、一丸となり東大戦に臨もうと思います。 

当日は必ず勝つという強い覚悟を持ち、全力を出しつくしますので、蒼穹会の皆様に

おかれましては、是非とも競技場まで足を運んでいただき、激励・声援のほどよろしく

お願いします。 

 

京都大学陸上競技部主将 水元 惟暁 

 

 

 

 

女子主将挨拶 

本年の東大戦は、京大女子にとって七連覇がかかった試合となりました。昨年同様、

事前の予想では大きくリードしておりますが、わずか七種目での戦いとなるため、油断

はできません。一騎打ちとなるこの東大戦を見据え、七大戦でも専門外の種目にも積極

的に出場し準備して参りました。一部の選手は関西女子駅伝直後となりますが、しっか

りコンディションを整え、万全の状態で臨みます。 

本年は主管試合となるため運営側に回る部員も多くなります。しかし、応援から東大

に負けることなく京大に勢いをつけられるよう、蒼穹会の皆様には是非会場まで足を運

んでいただき、ご声援をくださるようお願いいたします。 

 

京都大学陸上競技部女子主将   岩橋 優 
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監督挨拶 

 

来る 10 月 6 日(日)、太陽ヶ丘陸上競技場にて東大戦が開催されます。男子は 3 連覇、

女子は 7 連覇を目指して戦います。 

男女とも、昨年度の同大会では歴史的大差で勝利をおさめ、また今年度の七大戦にお

いても東大より上位となりました。しかし、男子に関して、東大との実際の戦力差はほ

ぼ無いと言えます。短距離・跳躍種目では実力の拮抗した種目が多く、これらの種目に

おいてどれだけ東大を上回れるかによって結果が大きく左右されます。いつも言われる

ことですが、6 位を取らないこと、東大の選手に打ち勝って一つでも順位を上げること

が非常に重要となります。一人一人が自分の目標をしっかり見定め、気持ちで負けるこ

となく臨まなければなりません。 

女子については、トラック種目での戦力が上回っており京大が優勢であると予想され

ますが、種目数も選手枠も少ないため一つの順位の変動が結果に大きく影響を与えます。

東大も必死で勝ちに来るはずです。決して油断することなく準備を進め、先輩方が続け

てきた連覇の記録をさらに伸ばしてもらいたいと思います。 

京大は今年、チームとしての目標を一つも達成できていません。この東大戦、絶対に

負けたくないという気持ちは部員全員が持っているはずです。これまでの悔しさを晴ら

すためにも、できる限りの準備を整え、必ずやアベック優勝を果たして見せたいと思い

ます。 

蒼穹会の皆様におかれましては、お忙しいこととは存じますが、是非とも会場に足を

運んでいただきまして、選手にご声援を送っていただきますよう、お願い申し上げます。 

 

京都大学陸上競技部監督  前田 峰尚 
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東大戦競技日程（案） 

10 月 6 日(土) 山城総合運動公園陸上競技場 

 

9:45        開会式 

トラックの部   フィールドの部 

10:15 男子 １００ｍ   10:15 男子 走高跳 

10:20 女子 １００ｍ    男子 ハンマー投（補助競技場） 

10:30 男子 １５００ｍ       

10:45 男子 １１０ｍＨ       

11:00 男子 ５０００ｍＯＰ   11:15 男子 走幅跳（ＯＰ同時） 

11:50 男子 ４００ｍ    女子 走幅跳（ＯＰ同時） 

11:55 女子 ８００ｍ   11:30 男子 円盤投（補助競技場） 

12:15 男子 ４×１００ｍＲ       

12:25 男子 ５０００ｍＷ（ＯＰ同時）       

13:05 女子 ４００ｍ   13:00 男子  棒高跳 

13:10 男子 ８００ｍ       

13:15 男子 ８００ｍＯＰ      

 女子 ８００ｍＯＰ       

13:30 男子 ２００ｍ   13:30 男子 砲丸投（ＯＰ同時） 

13:35 男子 ２００ｍＯＰ    女子 砲丸投（ＯＰ同時） 

 女子 ２００ｍＯＰ   13:40 女子 走高跳（ＯＰ） 

14:05  男子 ４００ｍＨ   14:00 男子 三段跳 

14:20 女子 ３０００ｍ   14:15 男子 やり投 

14:40 男子 ５０００ｍ     

15:05 女子 ４×１００ｍＲ     

15:15 男子 ４×４００ｍＲ     

15:45  閉会式 
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東大戦展望 

 

～短距離～ 

100m 

眞武 俊輔（4）10”84 

牧川 真央（3）10”60 

石田 真也（1）11”06 

 

100m には七大に引き続き眞武、牧川、石

田が出場する。６人中４人が七大決勝進出

者と、凄まじいレベルでのレースが予想さ

れる。眞武は七大前にしたケガも完治し、

この前の記録会で 10 秒台を出しており順

調に復調してきているようである。学部生

最後の対校戦でしっかり決めてきてほしい。 

牧川は全日本インカレでは思うような動き

ができなかったが全国の舞台を経験したこ

とで心身共に刺激を受け、うまく仕上がっ

てきている。七大で敗れてしまった屈辱を

胸にリベンジを果たしてもらいたい。石田

は普段から力強い走りが保てており、10秒

台に戻るチャンスが巡ってきた。焦らず力

まずスムーズな走りで上回生を打ちのめし

ていって欲しい。当日初めの競技というこ

とで京大に勢いをつけるレースにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は全カレも経験した牧川。七大の雪辱を果た

せるか。 

 

200m 

眞武 俊輔（4）21”86 

牧川 真央（3）21”53 

水上 裕介（3）21”75 

 

100m に引き続き高レベルなレースが予想

される。眞武は去年の水準には届かないも

ののここ最近は記録会においてシーズンベ

ストに近いタイムで走れており本番では再

び 21秒台の復活が期待できる。牧川は調子

が良くキレは一番なので持てる力を発揮す

れば相手が誰であろうと勝てるはずである。

持てる力全て出し切ってもらいたい。水上

は８月末には調子を落としていたがしっか

り復調してこれている。無駄の無いフォー

ムできっちり着実な走りをしてきて欲しい。 

相手は七大優勝者二人、リベンジを果たす

ときが来た。積極的なレースで勝ちにいっ

て貰いたい。 

 

400m 

花岡 洋祐(3) 49"90 

森  裕貴 (3) 50"40 

庄司  真 (2) 49"24 

 

 花岡は８月の同志社戦でついに高校以来

の４９秒台で自己ベストを出している。磨

いてきた技術がタイムに結びつきつつある

ので、ここでもう一度４９秒台で走り上位

をとって、自信を確固たるものにしてほし

い。森は七大戦以降やや調子を落としてい

るのが気になる。全ての順位が得点に絡む

東大戦、しっかり調整し何としても復調し、

一つでも上の順位を期待する。庄司は今季、

短長のエースとして活躍してきてくれた。

夏に肉離れをし今回ギリギリの調整となる

が、東大の大澤との勝負に勝って京大に勢

いをもたらしてくれることを期待したい。 
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110mH 

牧川 真央 （3）14”96 

栗林 健一 （3）15”07 

戸川 洋一（2）15”08 

 

牧川は七大以来のハードルとなるが技術

に抜かりは無い。少しくらい当たってもい

いくらいの気持ちで力強い攻めの走りをし

てほしい。栗林は８月頃は調子が上がらな

かったが彼の最大の武器であるハードル技

術も順調に磨けてきている。ここで 14 秒台

に乗せて東大の１番手に攻め込んでいって

もらいたいところだ。戸川もついに 14秒台

まであと一歩というとこまできた。他種目

も順調にこなしてこれている彼ならまだま

だ先に進めるはず。勝負強さを発揮してい

ってほしい。３人共実力はほぼ同じ。全員

で力を発揮し、スコンクを狙っていっても

らいたい。 

 

400mH 

堀江 一司 (3) 56"09 

蔭山 凌   (2) 55"10 

戸川 洋一 (2) 55"35 

 

 堀江はシーズン前半の肉離れの後遺症か

らも脱却できたと思われ、400m で自己ベ

ストを出している。下回の２人と共に東大

を倒し優勝争いを繰り広げてもらいたい。 

この種目ディフェンディングチャンピオン

の蔭山は同志社戦でベストを出し５４秒台

までもう少しである。連覇達成とともに

54"80 の関カレ標準も狙ったレースをして

もらいたい。110mH が本職の戸川は今シー

ズンコンスタントに 55 秒台を出しており、

400mH でも順調に経験を積んでいる。ここ

らへんで爆発的に記録を伸ばしても不思議

でないので、楽しみである。 

 

4×100mR 

眞武俊輔（4） 

神谷諒介（3） 

塚原和明（3） 

牧川真央（3） 

水上裕介（3） 

石田真也（1） 

 

全日本インカレを経験したこのチームは

気合いの入り方が違う。走順は牧川-石田-

水上-眞武である。大会毎にメンバーが入れ

替わることから短短の層の厚さがうかがえ

る。東大相手に負ける要素があるとしたら

それはバトンだけ。しっかりバトンを繋ぎ、

再び 40 秒台を叩き出してほしい。 

 

4×400mR 

長谷川 聡 (4) 

花岡 洋祐 (3) 

堀江 一司 (3) 

森  裕貴  (3) 

庄司  真  (2) 

辻  智彦  (1) 

 

 走順は暫定では花岡ー長谷川ー森ー庄司

であるが、当日含め直前の調子を踏まえて

最善のオーダーを組む。特に今季 50"59 で

復調途上の辻の起用が考えられる。東大の

オーダーは予想しづらいが、どう来ようと

前を譲らないような強い気持ちで勝ちをつ

かみとってもらいたい。 
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女子 100m 

釜谷 美翔子（3）13”03 

熊澤 真奈 （2）13”42 

 

女子 100m には釜谷と熊澤が出場する。二

人とも七大では追い風参考ながらも上記の

タイム以上の動きができていおり、確実な

成長が見てとれる。夏合宿を乗り越えたこ

ともあり一回り成長した力強い走りが期待

できる。スコンクと自己ベストを狙ってい

ってもらいたい。 

 

女子 400m 

釜谷 美翔子(3) 60"22 

熊澤 真奈  (2) 61"81 

 

 大学に入って幾度となく 60 秒の壁に跳ね

返されてきた釜谷。この東大戦、余程鋸と

がない限り優勝は揺るぎないものに思われ

るが、油断せずに全力で走りきることがで

きれば、記録はついてくるだろう。熊澤は

ここのとこケガ気味であるが、東大戦はき

っちり走ってくれるだろう。釜谷と１、２

位を取れれば女子優勝に大きく近づけるは

ずだ。 

 

女子 4×100mR 

加奈山 憲代（4） 

釜谷 美翔子（3） 

熊澤 真奈 （2） 

宮崎 伶奈 （2） 

中尾 優里 （2） 

 

走順は七大と変わらず宮崎-熊澤-加奈山-

釜谷である。七大で 50 秒台に突入したこの

種目で東大に負けるわけにはいかない。と

にかくバトン練習がたくさん積めているこ

とから安定感が非常に高いのがこのチーム

の強み。経験豊富なこのメンバーでさらな

る記録を目指していきたいところだ。 

 

～中距離～ 

800m 

水元 惟暁 (4) 1.54.53 

中井 一宏 (2) 1.53.87 

櫻井 大介 (1) 1.52.36 

 

レベルの向上が著しい男子 800m には水

元・中井・櫻井の 3 名が出場する。東大の

一番手は強いが、狙うはスコンクである。

水元は今年、800m 一本に絞った。練習もで

きているので、優勝を狙う 4 年間の集大成

の走りを見せてくるはずだ。中井は順調に

成長してきている。東大の一番手は七大戦

で負けた相手であるが、ここでしっかり借

りを返してきて欲しい。櫻井は全日本イン

カレにも出場し、1 回生ながらすでに中距

離の中心に立っている。1500 との兼任にな

るが持ち前の勝負強さに期待である。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻井(左)、中井(中)、主将水元(右)。目指すはも

ちろんスコンクだ。 
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1500m 

横山 裕樹   (3) 3.59.29 

櫻井 大介   (1) 3.53.75 

平井 健太郎 (1) 3.56.64 

 

2 つ目の種目となる男子 1500m には横山

(裕)・櫻井・平井(健)の信頼できる 3 名が

出場する。しっかり勝ち、序盤の勢いを京

大につかせてほしい。横山(裕)は七大戦で

は 5000m との二冠を果たし、貫禄さえ生ま

れてきた。今回も兼任となるがしっかり走

り切ってくれるだろう。京都選手権でベス

トを出した櫻井、1500 は対校戦では初であ

るが、安定して走れている。今後も多種目

出場になると思うので、いい経験を積みさ

らなる飛躍をして欲しい。平井(健)は練習

でその強さを発揮している。5000 と合わせ

2 種目の出場になるが、落ち着いて走れば

全く問題ないだろう。まずは最初の 1500 で、

チーム全体に勢いをつけて欲しい。 

 

女子 800m 

岩橋 優     (4) 2.12.84 

加奈山 憲代 (4) 2.19.62 

 

女子トラック 2 種目目となる 800m には 4

回生コンビ、岩橋と加奈山が出場する。岩

橋は 800m のベテランである。今年は記録

の水準も高く四連覇は確実だろう。駅伝と

の兼ね合いでスピード練はあまり出来てい

ないが、大会記録にも期待したいところで

ある。加奈山は今年も駅伝に参戦し、中距

離選手となってきた。今回も多種目出場に

なるが、しっかり東大の一番手に勝ち、2

年連続スコンクをして、京大にも自分自身

にも勢いをつけて、良い流れを作ってきて

欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子主将の岩橋。800m、3000m 共に制覇

が望まれる。 

 

～長距離～ 

5000m 

平井 幹     (3)  14.48.91 

横山 裕樹   (3)  14.46.05 

平井 健太郎 (1)  14.42.24 

 

 5000m に出場するのは平井幹、横山裕樹、

平井健太郎の 3 名である。全員が 14 分 40

秒台という前代未聞の好記録で揃えること

ができた。平井幹は七大戦で悔しい思いを

してから人一倍努力を重ねてきた。気負う

必要は全く無いが、伸び伸び走って次期チ

ーフとしての意地と力を見せて欲しい。横

山はこの夏を怪我無く練習を継続でき、七

大二冠の実力は今だ健在。９月に入り早く

もベストを更新し、東大戦でも優勝を狙う。

平井健太郎は先日の記録会で 10000m30 分

01 秒をマーク。腰に不安を抱えるものの夏

を越えて更に実力を上げた選手の一人であ

り、期待を背負う。5000 全体ではタイム的

に東大を圧倒してのスコンクであるが、七 
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大戦同様 1500 と兼ねる選手もいる。決して

気負うことなく、やれることを確実にやる

ことがスコンクへの条件となるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七大二冠の横山(左)と同志社戦大会記録の平井健

太郎(右) 

女子 3000ｍ 

岩橋 優   (4) 10.04.96 

田中 友里 (3) 10.15.84 

  

3000m に出場するのは田中と岩橋である。

岩橋は最後の東大戦であり、今まで女子中

長を引っ張ってきた集大成となる。実力差

がはっきりと出る長距離種目で岩橋は 1 位

が望まれるが、気負うことなく思い切り最

後の東大戦を駆け抜けてほしい。田中は女

子中長の次期エースと期待されている。2

人で競り合えば自ずとタイムは期待できる

が、田中には岩橋とともに確実に 1 位 2 位

を取ることが望まれる。気負いや油断は必

要ないが、駅伝を終えて更に成長した 2 人

には 1 位、2 位でゴールしてぜひ東大勢を

圧倒してもらいたい。 

 

5000mW 

永田和寛 (4) 23.47.1 

樋口裕磨 (3) 24.33.03 

  

5000mWは永田と樋口が出場する。永田は、

春先の多忙による不調を反省し、夏休みの

余暇を勝つために費やして準備万端だ。樋

口は、競歩を始めて半年にも満たないが、

きらめく才能があり、瞬く間に力をつけて

今や優勝候補である。今年の競歩は人材不

足ではないことを証明したい。 

 

～跳躍～ 

走高跳 

菅原  知紘 (3)  2m00 

扇澤  剛志 (2)    1m70 

山岡  隆央 (1)    1m85 

 

今季 2m を跳び堂々のランキングトップの

菅原だが、ここ最近は 2m を跳んでおらず、

油断は禁物。七大戦では東大の工藤（２）

に試技数の差で敗れている。確実に勝つた

めにも、低い高さでの失敗を抑えていきた

い。扇澤は今年から陸上を始め、これが初

の対抗戦となる。練習に意欲的に取り組み、

どんどん高跳びの技術が上がっている状態

なので、試合本番での大ベストを期待した

い。怪我の状態が良くないため三段跳びを

回避した山岡は、ベストは厳しいかもしれ

ないが、実力はある選手。東大の 2 番手 3

番手に負けることはないだろう。 

 

棒高跳 

清水  宏幸 (4)   4m00 

矢澤   学 (4)   3m80 

岡田   洋 (2)   3m80 

 

昨年までとは違い、厳しい戦いが予想され

るこの種目。東大の上野（２）以外はベス
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トが近いため、どの高さもなるべく 1 回で

越えていくことが重要となる。七大戦で貴

重な点を獲得した清水であるが、ここ最近

はやや調子を落としている様子。京大のポ

ールを引っ張る存在として、七大戦の時の

ような気合の入った跳躍をもう一度見せて

ほしい。矢澤は、ポールの試合に沢山出て

経験も積んできた。七大戦での悔しい思い

をここで晴らしてもらいたい。岡田は、最

近走力が上がっている。そのスピードを活

かして４ｍをクリアしたいところである。 

 

走幅跳 

西村  優汰  (3)   7m36 

石田  真也  (1)   6m92 

山田  健太郎 (1)   6m76 

 

この種目で西村が負けることはないだろ

う。三段跳びもあるので、足の状態も考え

て少ない本数で勝負を決めてほしい。７ｍ

を超えるベストをもつ東大の飯島（３）に

対抗するのが、石田と山田の一回生二人で

ある。石田は同志社戦で、強い向かい風に

もかかわらずシーズンベストを更新した。

練習でも 7m 近く跳んでおり、好調である。

山田は七大戦での活躍が記憶に新しい。ま

た、西村も認める素晴らしい踏み切り技術

をもった選手である。二人とも７ｍを跳ぶ

力は持っているので、飯島とどのような戦

いをするのかが見どころである。 

 

三段跳 

西村  優汰 (3)   14m75 

菅原  知紘 (3)   13m55 

日浦  幹 (2)   13m34 

 

去年は接戦だったこの種目だが、今年は

こちらが優勢といえそう。走り幅跳びと同

様、西村の優勝は堅い。3 年連続 2 冠を果

たし会場を盛り上げてくれるだろう。今季

から三段跳びを始めた高跳び選手の菅原だ

が、最近は三段跳びの練習も積極的に行っ

ており、七大戦の時よりも確実に成長して

いる。西村を脅かす存在になってほしい。

日浦は記録的に苦しい時期が続いたが、

徐々に抜け出しつある。この試合で完全復

活したといえる跳躍をしてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二冠の期待が懸かる西村。 

 

女子走幅跳 

宮崎 伶菜 (2)   5m18 

中尾 優里 (2)   NR 

 

七大戦をきっかけに調子がいい宮崎。夏の

練習でスピードもついてきたので、今の記

録に満足せず、もう一段階レベルアップし

たいところ。中尾は本来高跳びの選手であ

るが、東大戦のために幅跳びの練習をしっ

かり積んできた。まだまだ助走にばらつき

はあるが、うまくかみ合えば４ｍ中盤を跳

ぶ力が十分にある。二人とも、勝つべき相

手を意識して、しっかり勝負してもらいた
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い。 

～投擲～ 

砲丸投 

神野 洋介  (3)   10m22    

戸川 洋一  (2)   10m11    

山本 裕太  (1)   11m12    

 

砲丸投には、神野・戸川・山本が出場する。

山本は最近調子がよく、練習で 11ｍを安定

して出せるようになってきた。ランキング

では負けているが、本番でベストを出して

勝ってもらいたい。神野は七大でベストを

出した後、調子を落としていたが戻ってき

た。再びベストを出して、勝負に持ち込ん

でもらいたい。戸川は最近ウエイトトレー

ニングにも積極的に取り組んでいる。ポテ

ンシャルがあるので記録を大きく伸ばす可

能性がある。 

円盤投 

神野 洋介  (3)   29m30   

林 真幸   (3)   27m88   

山本 裕太  (1)   27m56   

 

円盤投には、神野・林・山本が出場する。

この種目は東大の 3 人が全員七大入賞者と

厳しい状況にある。しかし、出場する 3 人

もしっかり練習をしてきた。 

山本はムラがあるものの、調子がいい時は

32~33m の投擲を見せており、メンバーの中

で一番勝負が期待できる。神野は安定して

30ｍ近くは投げられる。この試合で 30ｍを

超えたい。林もターンに慣れてきた。失う

ものはないので、思い切って投げて 3 人で

30m を超えていきたいところだ。 

 

ハンマー投 

近藤 耕平  (4)  18m67   

神野 洋介  (3)  24m21   

林 真幸   (3)  37m51   

 

ハンマー投には、近藤・神野・林が出場す

る。林は東大の 1 番手・2 番手との勝負に

なる。ここでの勝負が、得点を大きく左右

するのでしっかりと勝ちたいところだ。神

野は 25ｍを確実に超えるようになっている

ので、30ｍを狙っていき、東大の 3 番手と

勝負してもらいたい。近藤も着々と上達し

ている。ターンの動きに光るものがあるの

で大幅ベストを狙ってもらいたい。 

やり投 

塚原 和明  (3)  44m04  

山本 裕太  (1)  50m30   

若園 直樹  (1)  50m52   

 

やり投には、塚原・山本・若園が出場する。

やり投が最も得点の期待できる種目なので、

少しでも多くの点数を持って帰ってきても

らいたい。若園は、ひじの痛みも軽減して

きた。再び 50ｍ超え、そしてベストを出し

てもらいたい。山本も練習を積極的に行っ

ており、ベストが期待できる。2 人で競い

合って、東大の 1番手に勝ってもらいたい。

塚原も 50ｍを出す力は十分にある。他種目

との兼ね合いもあるが、東大の 2 番手・3

番手にしっかり勝ってきてもらいたい。 

女子砲丸投 

熊澤 真奈 (2) 7m42 

宮﨑 伶菜 (2) 6m99   

 

女子砲丸投には、宮﨑・熊澤が出場する。

東大の 1 番手は強いが、昨年同様、東大の

2番手に勝ってイーブンに持ち込みたい。 
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第 50 回近畿地区国立大学体育大会陸上競技 

（8/12 加古川運動公園陸上競技場） 

 

 

                              男子総合成績 

 

           1 位  京都教育大  166 点 

           2 位  大阪大    128 点 

           3 位  大阪教育大  119 点 

                      5 位  京都大    51 点 

 
 
                女子総合成績 

                   

                      1 位  京都教育大  195 点 

           2 位  和歌山大    50 点 

           3 位  神戸大     48 点 

           6 位  京都大    23 点 

 

▼100m 
    

塚原 和明 予 11.37 -1.4 
 

神谷 諒介 
 

11.42 -1.3 
 

山田  諒 
 

11.87 -2.4 
 

塚原 和明 3 位 11.16 -1.9 
 

神谷 諒介 5 位 11.21 -1.9 
 

▼200m 
    

眞武 俊輔 予 22.65 -2.4 
 

鈴木 將太 
 

23.93 +1.2 CB 

眞武 俊輔 4 位 22.41 -2.0 
 

▼400m 
    

庄司  真 予 50.14 
  

吉川  慶 
 

52.96 
  

猪原  章 
 

54.99 
 

CB 

庄司  真 7 位 50.98 
  

▼800m 
    

市川 和也 予 2.00.28 
 

CB 

横山 高広 
 

2.01.72 
  

寶德 真大 
 

2.02.70 
  

▼1500m 
    

浅井 健介 予 4.12.96 
  

下迫田啓太 
 

4.13.28 
  

下迫田啓太 8 位 4.10.06 
  

浅井 健介 
 

4.12.99 
  

▼5000m 
    

松葉 悠剛 
 

16.52.77 
  

西藤 裕章 
 

17.31.77 
  

▼110mH 
    

佐藤 優斗 予 17.43 -0.9 
 

長崎 裕貴 
 

17.54 -2.3 
 

▼400mH 
    

戸川 洋一 予 55.81 
  

蔭山  凌 
 

56.39 
  

戸川 洋一 7 位 58.68 
  

▼3000mSC 
    

小御門 道 5 位 10.03.54 
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阿部 健一 
 

10.16.77 
  

岡本 和晃 
 

10.23.72 
  

▼スウェーデンリレー 
  

鈴木-石田- 
5 位 1.58.12 

 
⑨ 

花岡-庄司 

▼走高跳 
    

菅原 知紘 3 位 1.90 
  

山田健太郎 
 

1.70 
  

▼棒高跳 
    

小西 康晴 3 位 4.10 
  

田中 皓介 
 

NM 
  

▼走幅跳 
    

石田 真也 7 位 6.71 +2.3 
 

巽  浩之 
 

6.43 +1.8 
 

日浦  幹 
 

6.21 +1.7 
 

▼三段跳 
    

山岡 隆央 6 位 13.76 +0.4 PB 

田中 智章 
 

12.71 +1.9 CB 

▼砲丸投 
    

山本 裕太 8 位 10.11 
  

神野 洋介 
 

9.33 
  

森  洋貴 
 

7.88 
  

▼円盤投 
    

神野 洋介 
 

27.09 
  

林  真幸 
 

26.23 
 

PB 

山本 裕太 
 

23.25 
  

▼ハンマー投 
   

林  真幸 7 位 31.34 
  

森  洋貴 
 

14.97 
  

▼やり投 
    

山本 裕太 7 位 48.09 
  

若園 直樹 8 位 48.08 
  

塚原 和明 
 

40.96 
  

▽100m 
    

宮崎 伶菜 予 13.89 -1.2 CB 

▽200m 
    

熊澤 真奈 予 27.68 -1.3 
 

熊澤 真奈 6 位 28.09 -2.2 
 

▽800m 
    

加藤 彩季 予 2.29.41 
  

加藤 彩季 8 位 2.32.27 
  

▽1500m 
    

田中 友理 2 位 4.56.01 
  

三村 有葉 
 

5.39.77 
  

▽100mH 
    

熊澤 真奈 予 17.07 -1.0 CB⑤ 

熊澤 真奈 8 位 17.37 -1.8 
 

▽4×100m 
    

宮崎-熊澤-釜

谷-中尾 
5 位 51.98 

  

▽走高跳 
    

中尾 優里 5 位 1.40 
  

▽走幅跳 
    

宮崎 伶菜 6 位 5.18 +1.8 PB③ 
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第 82 回同志社大学・京都大学対校陸上競技大会 

（8/19 太陽が丘陸上競技場） 

総合成績 
 

1 位 同志社大 55.5 点(Ｔ26.5 点 Ｆ29 点) 
 2 位 京都大  48.5 点(Ｔ29.5 点 Ｆ19 点) 

 

▼100m 
    

牧川 真央 1 位タイ 10.96 -0.4 
 

石田 真也 
 

11.09 -0.4 
 

水上 裕介 
 

11.19 -0.4 
 

▼200m 
    

牧川 真央 
 

21.74 +0.1 
 

水上 裕介 
 

22.00 +0.1 
 

塚原 和明 
 

22.38 +0.1 CB 

▼400m 
    

庄司  真 2 位 49.34 
  

花岡 洋祐 
 

49.90 
 

PB 

森  裕貴 
 

51.63 
  

▼800m 
    

中井 一宏 3 位 1.55.83 
  

寶德 真大 
 

1.59.34 
 

PB 

横山 高広 
 

2.05.35 
  

▼1500m 
    

平井健太郎 優勝 3.58.21 
  

水谷 浩人 3 位 4.07.08 
  

下迫田啓太 
 

4.09.82 
  

▼5000m 
    

平井健太郎 優勝 14.42.24 
 

大会新,CB⑤ 

横山 裕樹 2 位 14.56.63 
  

平井  幹 3 位 15.16.20 
  

▼110mH 
    

戸川 洋一 2 位 15.08 +1.5 
 

栗林 健一 3 位 15.21 +1.5 
 

長崎 裕貴 
 

16.22 +1.5 CB 

▼400mH 
    

蔭山  凌 2 位 55.10 
 

PB 

戸川 洋一 3 位 55.35 
 

PB 

▼4×100m 
    

水上-塚原- 
優勝 41.42 

 
⑦ 

牧川-石田 

▼4×400m 
    

花岡-辻- 
2 位 3.20.70 

  森(裕)-庄司 

▼走高跳 
    

菅原 知紘 優勝 1.95 
  

山岡 隆央 
 

1.85 
  

山田健太郎 
 

NM 
  

▼棒高跳 
    

岡田  洋 2 位 3.80 
  

矢澤  学 3 位 3.80 
 

PB 

菅原 知紘 
 

3.10 
 

PB 

▼走幅跳 
    

西村 優汰 優勝 7.04 -1.5 
 

石田 真也 2 位 6.92 -1.9 CB⑳ 

林  大祐 
 

6.16 -1.2 
 

▼三段跳 
    

山岡 隆央 2 位 13.45 +1.6 
 

日浦  幹 3 位 13.34 +1.2 
 

巽  浩之 
 

12.68 ±0.0 
 

▼砲丸投 
    

山本 裕太 3 位 10.81 
  

戸川 洋一 
 

9.86 
  

神野 洋介 
 

9.33 
  

▼円盤投 
    

神野 洋介 
 

29.30 
 

PB 

林  真幸 
 

27.88 
 

PB 

戸川 洋一 
 

23.96 
 

PB 

▼ハンマー投 
   

林  真幸 優勝 37.51 
 

PB 

神野 洋介 3 位 24.21 
 

PB 

▼やり投 
    

山本 裕太 
 

46.83 
  

若園 直樹 
 

42.83 
  

神野 洋介 
 

40.13 
 

PB 
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個人戦・記録会などの結果 

（2011 年 7 月 15 日～2011 年 9 月 23 日） 

第 55 回東海陸上競技選手権大会 

（於 三重県営総合競技場)（8 月 25,26 日） 

▼走高跳 
    

菅原 知紘 決 1.90 
  

▼棒高跳 
    

秋元 一志 決 4.50 
  

田中 皓介 
 

NM 
  

▽棒高跳 
    

宮崎 伶菜 決 2.90 
 

PB, 蒼穹新 

第 56 回北陸陸上競技選手権大会 

（於 富山県総合運動公園陸上競技場) 

（8 月 25,26 日） 
  

▼100m 
    

水上 裕介 予 11.13 +0.8 
 

塚原 和明 
 

11.16 -0.6 
 

▼200m 
    

水上 裕介 予 22.04 ±0.0 
 

塚原 和明 
 

22.65 -1.0 
 

水上 裕介 準決 21.92 +1.8 
 

水上 裕介 7 位 21.89 +3.4 
 

▽400m 
    

釜谷美翔子 予 62.47 
  

▽100mH 
    

釜谷美翔子 予 16.68 +0.4 
 

▽400mH 
    

釜谷美翔子 予 66.49 
  

釜谷美翔子 5 位 66.64 
  

第 25 回びわこ成蹊スポーツ大学記録会 

(於 びわスポ大) (8 月 25 日) 
 

▼5000mW 
    

樋口 裕磨 
 

27.54.38 
  

多田 稜平 
 

29.01.06 
  

永田 和寛 
 

DQ 
  

第 3 回奈良市記録会 
  

(於 鴻池) (8 月 27 日) 
  

▼100m 
    

神谷 諒介 Ⅰ 11.46 -1.0 
 

神谷 諒介 Ⅱ 11.54 ±0.0 
 

第 65 回長野県陸上競技選手権大会 

（於 県松本平広域公園陸上競技場） 

（9 月 1,2 日） 
   

▼100m 
    

矢澤  学 予 11.70 -0.4 PB 

▼棒高跳 
    

矢澤  学 決 NM 
  

第 32 回宇治市陸上競技選手権大会 

（於 太陽が丘） （9月 2 日） 

▼800m 
    

宿利 隆司 優勝 2.02.84 
  

▼砲丸投 
    

森  洋貴 2 位 8.51 
  

▽1500m 
    

泊 はつひ 
 

5.31.52 
 

PB 

第 80 回近畿陸上競技選手権大会 

（於 西京極陸上競技場）（9 月 8,9 日） 

▼110mH 
    

戸川 洋一 予 15.72 -0.2 
 

▼3000mSC 
    

山田  唯 2 位 9.12.11 
  

▼走幅跳 
    

西村 優汰 8 位 7.07 -0.1 
 

第 81 回日本学生陸上競技対抗選手権大会 

（於 国立競技場）（9月 9,12 日） 

▼100m 
    

牧川 真央 予 11.03 -1.4 
 

▼800m 
    

櫻井 大介 予 1.54.67 
  

▼1500m 
    

小山 俊之 予 3.51.62 
  

小山 俊之 10 位 4.02.10 
  

▼4×100mR 
    

眞武-塚原- 
予 DQ   

牧川-石田 
  

▽800m 
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岩橋  優 予 2.24.26 
  

第 3 回神戸市長距離記録会 
 

(於 ユニバー記念補助競技場)(9 月 11 日) 

▼5000m 
    

岡本 和晃 
 

16.49.54 
 

♪ 

第 21 回姫路陸上競技選手権大会 

（於 姫路市陸上競技場)（9 月 15,16 日） 

▼200ｍ 
    

吉田 繁治 予 22.28 -0.9 
 

前田 峰尚 
 

24.04 -0.3 
 

谷口 裕幸 
 

24.69 -0.4 
 

▼4×100mR 
    

前田-山田- 
予 43.66   

谷口-吉田 
  

前田-山田- 
5 位 43.37   

谷口-吉田 
  

▼走幅跳 
    

谷口 裕幸 決 5.87 +3.2 
 

第 5 回大阪体育大学中長距離競技会 

(於 浪商学園陸上競技場) (9 月 21 日) 

▼5000m 
    

大海慎之輔 
 

16.34.30 
  

管尾 礼一 
 

17.11.99 
 

♪ 

第 6 回京都陸協記録会 
  

(於 西京極) (9 月 22 日) 
 

▼100m 
    

石田 真也 
 

11.24 -1.1 
 

岡田  洋 
 

11.30 0.1 CB 

巽  浩之 
 

11.34 -0.7 
 

塚原 和明 
 

11.35 -1.1 
 

森  裕貴 
 

11.60 -0.7 
 

長谷川 聡 
 

11.70 -0.7 
 

山田  諒 
 

11.99 -1.1 
 

表谷 侑吾 
 

12.22 -0.6 ♪ 

▼200m 
    

塚原 和明 
 

22.43 -1.0 
 

▼400m 
    

長谷川 聡 
 

50.51 
  

中井 一宏 
 

50.72 
 

PB 

堀江 一司 
 

51.04 
 

PB 

森  裕貴 
 

51.36 
  

吉川  慶 
 

52.85 
  

▼800m 
    

水元 惟暁 
 

1.55.42 
  

水谷 浩人 
 

1.58.23 
 

PB 

寶德 真大 
 

1.59.12 
 

PB 

神埜  勝 
 

1.59.35 
 

PB 

横山 裕樹 
 

2.00.17 
  

市川 和也 
 

2.03.24 
  

▼5000m 
    

横山 裕樹 
 

14.46.05 
 

PB 

山田  唯 
 

14.52.51 
  

久好 哲郎 
 

15.10.84 
  

荒木 伸哉 
 

15.27.37 
  

小御門 道 
 

15.51.32 
 

PB 

松葉 悠剛 
 

16.07.21 
 

CB 

不破 佑太 
 

16.17.55 
  

西藤 裕章 
 

17.02.94 
  

毛芝 雄己 
 

17.38.40 
  

南日雄太郎 
 

18.01.50 
  

▼110mH 
    

蔭山  凌 
 

16.28 +0.6 
 

▼400mH 
    

蔭山  凌 
 

55.77 
  

▼棒高跳 
    

岡田  洋 
 

3.80 
  

矢澤  学 
 

3.40 
  

清水 宏幸 
 

NM 
  

小西 康晴 
 

NM 
  

秋元 一志 
 

NM 
  

▼走高跳 
    

菅原 知紘 
 

1.90 
  

▼走幅跳 
    

石田 真也 
 

6.68 -0.4 
 

山田健太郎 
 

6.57 +1.6 
 

巽  浩之 
 

6.47 -0.1 
 

山岡 隆央 
 

6.19 -0.2 
 

▼三段跳 
    

菅原 知紘 
 

13.03 -0.3 
 

表谷 侑吾 
 

NM 
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記号の見方 

  ▼：男子種目   ▽：女子種目 

  予：予選     準：準決勝   

順位：決勝の順位  Ⅱ：２次レース 

 PB：自己新記録  CB：大学での自己新記録 

  ♪：デビュー戦   PT:自己タイ記録 

蒼穹新：蒼穹新記録 

○：蒼穹ランク 

  (記録を出した時点、２０位まで) 

 (蒼)：蒼穹クラブ登録の部員 

▼砲丸投 
    

山本 裕太 
 

10.29 
  

▼やり投 
    

山本 裕太 
 

45.27 
  

▽走幅跳 
    

宮崎 怜菜 
 

4.83 +1.1 
 

第 3 回奈良市記録会 
  

(於 鴻池) (9 月 22 日) 
  

▼100m 
    

眞武 俊輔 Ⅰ 10.98 +1.8 
 

鈴木 將太 
 

11.71 +2.0 CB 

長崎 裕貴 
 

11.80 +0.3 ♪・PB 

佐藤 優斗 
 

11.96 +0.8 CB 

西田 光治 
 

12.05 +2.0 
 

栗田 京典 
 

12.07 ±0.0 
 

森  洋貴 
 

13.18 +1.0 
 

眞武 俊輔 Ⅱ 11.20 ±0.0 
 

長崎 裕貴 
 

11.87 +0.3 
 

▼200m 
    

眞武 俊輔 
 

22.26 +1.2 
 

西田 光治 
 

24.20 +1.1 
 

栗田 京典 
 

24.59 +0.8 CB 

▼800m 
    

橋本 宏平 
 

2.09.14 
 

CB 

▼1500m 
    

横山 高広 
 

4.16.42 
  

▼110mH 
    

佐藤 優斗 
 

16.61 -0.4 CB 

堀田 孝之 
 

19.65 +0.9 
 

▼400mH 
    

堀田 孝之 
 

60.54 
  

▼三段跳 
    

日浦  幹 
 

12.95 +0.3 
 

▼円盤投 
    

森  洋貴 
 

26.35 
 

PB 

▼やり投 
    

森  洋貴 
 

37.79 
  

▽100m 
    

熊澤 真奈 
 

13.84 +0.4 
 

▽400m 
    

熊澤 真奈 
 

65.09 
  

第 226 回日本体育大学長距離競技会 

(於 日本体育大学健志台陸上競技場)  

(9 月 22,23 日) 
   

▼800m 
    

宿利 隆司 
 

1.59.46 
  

▼5000m 
    

寶  雄也 
 

15.54.77 
 

♪・PB 

岡野 椋介 
 

16.02.50 
  

阿部 健一 
 

16.40.33 
 

CB 

▼10000m 
    

平井健太郎 
 

30.01.62 
 

PB 

平井  幹 
 

31.14.61 
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